




三好市はこんなところ

三好市は、四国の中央に位置することもあり、
交通の要衝として徳島県西部の経済、文化、
観光の中心として発展してきました。

◆四国のまんなか（へそ）
交通の要衝地として発展



三好市はこんなところ

◆豊かな自然と
歴史に彩られたまち

【産業別就業人口】
Ⅰ次 904人
Ⅱ次 3,080人
Ⅲ次 7,831人

【総面積】 721.42㎢
四国一の面積を誇りますが、90％近くが山林です…

【人口】 29,951人

【高齢化率】38.0％
※平成22年度国勢調査より

キャッチフレーズ
「自然が生き活き、人が輝く交流の郷」

定住と交流を育むまちを目指しています。



祖谷のかずら橋

大歩危峡

落合集落

祖谷渓と小便小僧

吉野川ラフティング

児泣き爺石像

かかしの里

剣山

三好市はこんなところ

◆三好市の観光資源



◆主要宿泊施設における外国人宿泊者数の推移
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・2015年の訪日香港人旅行者数：1,524,292人（64.6%増）
→香港人の4.8人に1人が日本に旅行している
・2013年11月以降LCCの就航が活発化しており、関空、羽田、福岡、中部、成田、石垣、
高松、鹿児島に週127便が就航（2016年7月末時点）
→香港エクスプレス航空の香港－高松便は、2016年9月より週4便に増便しており、
四国へのさらなる誘客が期待できる

・香港はリピーター比率8割以上の成熟した市場であり、「行ったことのない地方、したこと
のない体験」への関心がとても強い
→食、体験、いやし、小動物、花、静かな地方都市・・・など

JNTO香港事務所は、香港の人々が海外旅行に求める「癒し」をキーワードに、「ゆるた
びプロモーション」を展開。「ゆるたび」のスタイルによる日本各地の楽しみ方を紹介す
るなど、地方都市＝癒しのイメージを高めている。
2016年10月、JNTO香港事務所主催の「四国ゆるたびセミナー」に三好市長が参加。
一般旅行客に対し、既に知られている観光地以外にもおすすめの人や場所など、これ
までのスタイルにこだわらないプレゼンを実施した。時期を同じくして、徳島県は香港の
旅行雑誌に25ページの記事広告を掲載。個人型旅行が主流の香港に対して、大きな
訴求効果を得ることが出来た。

◆最多来訪数を占める香港市場





日本百名山剣山
篪庵
ちいおり

Alex Kerr



◆米国市場における継続的プロモーション

2012年 1月
2014年
2014年 9月
2014年10月
2015年 3月
2015年10月

2016年 3月
2016年 5月
2016年 6月
2016年 9月
2016年10月
2017年 2月

ナショナルジオグラフィックトラベラー掲載
JNTOケーススタディ事業のモデル地域に三好市が認定を受ける
現地営業（ロサンゼルス）
JNTOケーススタディ事業の一環でFAM Trip実施
現地営業（ロサンゼルス、サンフランシスコ、サンディエゴ）
徳島県食と観光のPRセミナー実施（ロサンゼルス総領事公邸）
現地営業（ロサンゼルス）
現地営業（ニューヨーク）
VJ事業メディアFAM Trip
VJ事業エージェントFAM Trip
現地営業（ロサンゼルス、サンフランシスコ）
VJ事業メディアFAM Trip
Japan Showcase / LA Travel & Adventure Show 参加

（ロサンゼルス）





◆プロモーションのルール

国内商談会 FAM Trip（視察旅行）

現地営業







２．二次交通対策

（１）二次交通の現状と課題

①三好市を取り巻く環境
現在はこのような感じです！

秘境エリアに外国人旅行客の姿が増えています。

広大な市内に観光スポットが点在。祖谷のかずら
橋、大歩危峡、祖谷渓などに観光客が集中。

「にし阿波～剣山・吉野川観光圏」滞在促進地区
の大歩危・祖谷を重点エリアに、受入環境整備に
取り組む

「四国の秘境から世界の秘境へ」をキーワードに
官民連携による観光戦略



②旅行客が増加したことで
見えてきた二次交通環境の弱い部分

インバウンドで大歩危・祖谷に外国人旅行客が増加したものの・・・・。

・日本三大秘境を前面に売り出している場所、

そもそも二次交通基盤はかなり脆弱

・要因は 利用者がもともと少ないため、交通事業者が

少ないことで、バス・タクシーの運行台数が少ない。

・傾斜地に囲まれた地形。特に大歩危駅周辺では

乗り入れスペースも十分確保できない



資料：平成28年度三好市地域公共交通現況調査分析業務報告書より

高い山々に囲まれ
急傾斜地が多い 大歩危・祖谷

平坦部が少ない
三好市の地形

市の中心部の池田



▲観光資源の分布 
資料：平成28年度三好市地域公共交通現況調査分析業務報告書より

観光スポットが点在する三好市



▲路線バス網 
資料：平成28年度三好市地域公共交通現況調査分析業務報告書より

バス路線網
市内には、民間路線バス11路線、市営バス13路線が運行。



▲バス路線区間運行便数 
資料：平成28年度三好市地域公共交通現況調査分析業務報告書より

バス路線網
多くの路線が輻輳する祖谷口橋～三好大橋区間は、運行便数も多い。



資料：平成28年度三好市地域公共交通現況調査分析業務報告書より

鉄道網
香川県の多度津駅と高知県の窪川駅を結ぶＪＲ土讃線と、阿波池田駅と徳島駅を結ぶＪＲ
徳島線があり、土讃線、徳島線ともに、1時間に上下それぞれ1～2本運行している。



資料：平成28年度三好市地域公共交通現況調査分析業務報告書より

公共交通空白地域 

公共交通空白地域
公共交通が利用できないあるいは、利用しにくい地域の「公共交通空白地域」の関係人口は、
約14,000人となり、総人口の47％を占める。



②旅行客が増加したことで見えてきた
二次交通環境の弱い部分

インバウンドで大歩危・祖谷に外国人旅行客が
増加したものの・・・・。

・三好市への外国人旅行客

★１０年前（Ｈ１９）まで欧米系が中心
長い期間滞在 「のんびり時間をかけて秘境の地を巡る」
⇒ 二次交通が脆弱な部分 あまりクローズアップされず

★アジア圏からの訪日客が次第に増加
関西空港経由のレンタカー利用の香港人旅行客が急増

★高松空港に台北便、香港便の定期便が就航
高松空港経由のレンタカー、四国広域鉄道パス利用の香港・台
湾の旅行客が急増

※昨年（独自集計） ⇒外国人宿泊者数の５４％を香港人旅行客が占める



旅行客の周遊パターンにも変化が・・・。

★増加傾向にあるアジア圏訪日旅行客の傾向
「のんびり時間をかけて秘境の地を巡る」

↓
「計画的に効率よく秘境の地を巡る」 周遊パターンが増加
⇒ 大歩危駅からの二次交通の脆弱な部分がクローズアップ

★今年４月から土讃線観光列車が大歩危駅まで運行開始
観光列車利用客 ⇒
「計画的に効率よく秘境の地を巡る」周遊パターンが大半
⇒ 大歩危駅からの二次交通の脆弱な部分への不満が増加

★旅行客の方からは、こんな声がちらほら。
「大歩危に来たけど、ここでは何が楽しめるのかわかりにくい」
「バスが少ないので不便」「タクシーの料金がわかりにくいので利用しづらい」
「観光列車を降りてから、手軽に周辺の観光スポットを回れる交通手段があれば」など

こうした状況が続くと・・・



こうした状況が続くと・・・
◎満足度の低下を招く恐れが・・・。
◎既来訪者によるＳＮＳ等の情報発信も心配・・・。

これらの対応のためにも二次交通対策が急がれています。



③旅行客の満足度向上には受入環境整備が急務
官民連携で二次交通対策を模索中

観光圏事業、広域観光周遊ルート形成事業などを活用し、
官民連携で二次交通対策に取り組む。

成果（利用者数等）はまずまずで好評だったものの、 結果としては
自主運行にはつながっておらず、まだ 実を結んでいません。

しかし、芽生えてきそうな取り組みもあります。



（２）これまでの取り組み
①地域住民や団体・施設による満足度向上

課題：大歩危駅周辺での二次交通による満足度低下

地域住民による「ここだけの温かいおもてなし」でフォロー

例えば、
交通手段に少し不満はあったものの、待ち時間で地域の温かいおもてなしで
癒やされ、旅に満足していただけたケースもあります。

大歩危駅活性化協議会による法螺貝、五山帽子のお出迎え、
山城大歩危妖怪村による妖怪着ぐるみのお出迎え、
大歩危・祖谷いってみる会などの宿泊施設のおもてなし
遊覧船、道の駅などの観光施設による趣向を凝らしたおもてなし など



（２）これまでの取り組み

②地元交通事業者によるサービス向上

大歩危・祖谷の人気スポットを周遊したい国内外旅行客に対応した定期観光バス
・近年、外国人旅行客の利用者が増加（全体の約６５％）
・今年４月から同バス内にＷｉ‐Ｆｉ機器を搭載
・今年８月から手ぶら観光サービス開始（予定）

インバウンド対応の
サービス（満足度）向上に一役



（２）これまでの取り組み

②官民連携による二次交通対策への取り組み

大歩危駅関係タクシー事業者が二次交通対策事業に共同参画

◎大歩危・祖谷、奥祖谷を手軽に周遊できるタクシープランの造成
２５年度から ※一般社団法人そらの郷が企画



（２）これまでの取り組み
★官民連携による二次交通対策への取り組み

【 実 証 実 験】
①大歩危祖谷ぐるっとバス （２７年度）
②秘境とりっぷバス （２８年度）
③千年のかくれんぼ奥祖谷周遊タクシー （２８年度）
④高松空港～大歩危祖谷直行バス （２８年度）
⑤超小型モビリティレンタルサービス （２８年度、２９年度）

こうした取り組みを進めていくうえで必要な民間事業者のキーパーソン



（２）これまでの取り組み

★官民連携による二次交通対策への取り組み

「大歩危・祖谷二次交通対策部会」の組織化

⇒ バスとタクシーの共存を考える部会運営を民間がリード

①悪循環の防止・・・利用者減少やサービス低下への悪循環につながることを問題提起

②課題整理と不安材料の解消・・・事業者から現状や課題をヒアリング。
・マッチングできる部分を整理
・バス事業者とタクシー事業者間の不安材料の解消を図る。

③「ビジネスチャンス」につながるという共通認識づくり
受入環境整備が将来的な観光客増加につながるという共通認識。



大歩危・祖谷二次交通対策部会

タクシー部会

●先進事例調査

【構成メンバー】予定

・マネージャー 大歩危・祖谷いってみる会
・関係交通事業者 バス、タクシー（４社）
・関係事業者 ＪＲ四国（株）
・関係団体 JR大歩危駅活性化協議会

大歩危妖怪村
（関係施設） 道の駅大歩危
（関係機関） 一般社団法人 そらの郷

一般社団法人 三好市観光協会
（オブザーバー） 国土交通省四国地方整備局

徳島県
（事務局） 三好市

（地方創生推進課、観光課）

●二次交通対策事業の提案・検討

バス部会

●マッチングのための意見交換・情報交換

●実証実験
●ビジネスモデルの提案

【主な目的】

【体系図】（案）

※民間マネージャーが部会のリード役



（２）これまでの取り組み
★官民連携による二次交通対策への取り組み

「大歩危・祖谷二次交通対策部会」の組織化

【タクシー部会から出てきた主な意見】

①タクシー利用者の掘り起しに向けて

【課題】
・タクシーの使い勝手の良さが十分ＰＲできていない
・タクシー利用希望者のニーズに対応しきれていない。

【マッチングによる事業化】
関係者（タクシー事業者、宿泊施設、ＪＲ、そらの郷 等）が相互連携したＰＲ

新たなタクシー利用者の掘り起しと満足度向上にもつながる

・大歩危駅駅舎へのタクシー料金（多言語対応）表示
・各宿へのタクシー料金、プランの表示
・タクシープランの利用促進（観光列車とのタイアップ）



（２）これまでの取り組み
★官民連携による二次交通対策への取り組み

「大歩危・祖谷二次交通対策部会」の組織化

②マッチングをスムーズにするための役割の明確化

・大歩危駅駅舎へのタクシー料金表示 ⇒ ＪＲとの調整を部会が担う。

・各宿へのタクシー料金の目安表示 ⇒ 各宿の調整をいってみる会が担う。

・タクシープランの利用促進（観光列車とのタイアップ）
⇒ ＪＲ、そらの郷との調整を部会が担う。

◎役割の明確化 → それぞれの分野での強みが活かせる。
事業の円滑化が期待できる。

◎事業者が個別に動くより部会で動く方が調整が図りやすい
★各事業者 個人の営利的な動きと捉えられがち。
★部会 地域ぐるみの受入環境整備として捉えてもらえやすい。



（２）これまでの取り組み
★官民連携による二次交通対策への取り組み

「大歩危・祖谷二次交通対策部会」の組織化
【市の方針】
・大歩危・祖谷で国内旅行客や外国人旅行客に対応できる二次交通の充実

【バス事業者からの意見】
・経営面から利用者の多い路線でバスを増便させたい。
・経営面から補助路線でも利用者が少ない路線は、縮小・廃止を進めたい。
・現行の地域公共交通用補助制度を二次交通（観光用）路線にも適用してほしい。

【実証実験から】
・運行区間、時期を絞り込めば、一定の需要（収支ライン）が見込める。
ただし、通年運行に移行するには課題が多い。

【課題】
・市内の地域交通路線は大半が補助路線のため、観光客を取り込むで利用者増に
つながるが、補助路線から外される恐れあり。
・市内では、観光客の入込に地域差がある。
・市内の地域交通ネットワークの調整にかなりの時間を要する。
・市内の地域交通は、地域住民のみでは十分な需要の確保は困難



（３）今後に向けて

★地域交通との連携による二次交通対策

【今後の進め方】
地域公共交通担当課（地方創生推進課）との連携強化
⇒ 二次交通対策部会メンバーに地域交通担当者を取り込む

※役割の明確化や二重行政の解消を図る。

⇒ インバウンド対応の二次交通確保
※ 市民向け地域公共交通との連携を探る

【地域交通の現状】
・人口減少、自家用自動車の普及の中、地域住民のみでの需要確保は困難

⇒ 新たな需要拡大の鍵となる観光客

【目指すべき方向】
地域公共交通に観光客を取り込む ＝ 二次交通に地域交通を活用



（３）今後に向けて
★地域交通との連携による二次交通対策

まずは観光サイドからの事業提案！

【方針】・増加傾向にある大歩危・祖谷で外国人旅行客に対応できる二次交通
・観光列車等で増加が見込める国内旅行客に対応できる二次交通の充実

【取り組み】
①二次交通対策部会の浸透
・部会の必要性を浸透 ・共通テーマの設定（良循環を目指す）

②実証実験
・課題整理からの自主運行のためのビジネスモデル作成と提案

③運営母体の組織化
・自主運行のための運営母体の組織化に向けた検討

④地域公共交通活性化策の提案

当市の地域公共交通施策の検討を進める際に、地域住民と観光客の需要に適した効
率性と採算性の高い交通網に再編できるように観光サイドから地域公共交通サイドへ、
「地域公共交通活性化策」を提案するための取り組み



（３）今後に向けて

★地域交通との連携による二次交通対策

まずは観光サイドからの事業提案！

【テーマ】
●地域公共交通活性化策の提案
●行政支援のあり方の再検討
〜地域公共交通との連携を実現するためのつなぎ施策〜

【提案】
三好市版二次交通環境整備事業（仮称）の事業化
・民間事業者がビジネスモデル等を参考に、ＪＲ主要駅からの二次交通対応として
の交通手段を新たに自主運行する場合、軌道に乗るまでの間、行政（観光サイド）
が受入環境整備として、側面的な支援（運行経費の赤字補てん等）を行うことが
できるための事業化（制度化）を検討する。
※対象 バス、タクシーを検討

三好市からのモデルケース提案をもとに、地域公共交通補助制度下で、
二次交通支援が受けられるための働きかけを目指します



ご静聴ありがとうございました



資料映像

千年のかくれんぼコンセプト映像

超小型モビリティＰＲ映像



【実施内容（草案）】

①検討部会の設置・・・地元関係事業者、関係団体及び
行政で具体案を検討
②先進地事例調査

③実証実験・・・「固定型」「デマンド型」に分けたコース及
びダイヤを複合的に運行
④効果検証・・・運行状況、利用状況、アンケートの実施
⑤告知用チラシの作成

固定型・・・大歩危・祖谷の三大スポットや宿泊施設を手軽に周遊したい利用客向け。
コースとダイヤを固定し、平日の路線バス等が走らない時間帯や観光列車の接続を意識した
時間帯で観光で走行

例）
大歩危駅 →大歩危峡 → かずら橋夢舞台 → 祖谷渓 → かずら橋夢舞台 → 大歩危駅

午前の便 １０：００ １０：１０ １０：３０ １１：００ １１：２０ １２：００
午後の便 １３：００ １３：１０ １３：３０ １４：００ １４：２０ １５：００

セミデマンド型・・・大歩危・祖谷の三大スポットから、さらに周辺の観光スポットまで足を伸ばしたい利用客
向け。次の目的地としてデマンド（需要）が見込める乗降ポイントをあらかじめ設定し、時期に応じたモデル
コースを２コースほど準備する。特に奥祖谷観光や観光列車を意識したコースも準備する。
例）
大歩危駅 → かずら橋夢舞台 → 落合集落展望所 → 癒しの温泉郷 → 二重かずら橋 → 大歩危駅
９：００ ９：２０〜９：３０ １０：００〜１０：１５ １０：３５〜１０：４０ １１：３５〜１２：３０ １４：００

JR大歩危駅

祖谷渓

かずら橋夢舞台
（祖谷のかずら橋）

固定型

平家屋敷・阿佐家

妖怪の里 落合集落

落合集落展望所

二重かずら橋

小歩危峡

かかしの里

大歩危峡

実証実験の運行イメージ

デマンド型

（小便小僧）

三大人気観光スポット

誘導したい主な観光スポット

事業名 １－２ 二次交通環境改善事業（大歩危・祖谷観光周遊型交通手段確保事業）

【実証実験の概要（草案）】
①運行手段・・・固定型（ジャンボタクシー or小型タクシー）

セミデマンド型（ジャンボタクシー or小型タクシー）
②運行時期・・・H29.9月～H30.2月の平日運行 ※予定
③運行方法・・・固定型とセミデマンド型の複合運行
④利用料金・・・有料（金額未定、検討部会で協議）
⑤利用方法・・・固定型（予約制）、セミデマンド型（予約制）

【事業目的と背景】

・滞在促進地区「大歩危・祖谷」では、駅や宿泊施設から
の二次交通が不足。

・特に平日の路線バス等が走らない時間帯を埋める交
通手段の確保が必要。

・持続可能な交通手段は、利便性や需要（デマンド）を考
慮したルート、ダイヤ設定が必要。
・関連事業者等が参画した運営体制の組織化が必要。

以上により、滞在促進地での二次交通環境改善を図る
ための事業に取り組む。


